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〇今週の注目指標　※内容および日程が変更される場合があります。

ＥＣＢ定例理事会

ミシガン大学消費者態度指数(４月)速報値

20年物利付国債の入札 ﾕｰﾛ:

米国:

米国:

生産者物価指数(３月)

米国:

米国:

消費者物価指数(３月)

国際収支統計(２月)

５年物利付国債の入札

国内企業物価指数(３月)

ＦＯＭＣ議事要旨(３月19日～20日開催分)

・堅調な米景気が反映された経済指標が相次ぎ、米早期利下げ
　観測が後退。今年の米利下げ回数を巡っては、ＦＲＢが見通
　している３回に対して、市場の織り込みは若干縮小しつつあ
　る。また、日銀は金融緩和継続の姿勢を明確にしており、日
　米の金利差は依然強いドル買い要因。今週のドル円は、ドル
　高基調が持続し上値を試す展開を予想。
・ただし、ドル高が進んだ場合には、日本政府・日銀による為
　替介入(円買いドル売り)が意識され上値を抑えよう。また地
　政学リスクの高まりが円買いを誘発する可能性にも注意が必
　要。

英字略称については、最終頁の頻出英字略称用語一覧を参照願います。

4/12(金)

　②マーケット動向(予想)

国　内 海　外月 日

4/8(月)

4/9(火)

2024年4月8日 2024年4月12日

4/10(水)

4/11(木)

・先週は、原油価格の高騰、米金利の上昇、そしてＦＲＢの利
　下げ期待の後退など、株式市場にとって悪材料が多く続いた。
　日経平均株価の下落は、２週間で約▲1,900円(▲4.7％)とな
　った。今週の日経平均株価は、調整が一巡したとの見方もあ
　り、戻りを試す展開となろう。円安や国内企業の業績改善な
　ど好材料もあり、これ以上の下落は限定的と推測。
・ただし、イスラエルとイランが戦闘状態に陥る可能性など地
　政学リスクが高まっており、リスク回避への動きが急激に強
　まる可能性もあり、注意が必要。

・米金利の上昇が止まらず、国内債券相場は連れ安展開となっ
　ている。今週も米金利動向を左右する重要な指標として、10
　日には米ＣＰＩ(３月)やＦＯＭＣ議事要旨(３月開催分)の発
　表が予定されている。また11日には、ＥＣＢ定例理事会が開
　催される。
・一方で、先週実施された新発10年国債の入札は順調な結果だ
　ったことで、投資家の一定の需要は確認できている。米国債
　相場動向に振らされながらも、国内金利の一段の上昇は限定
　的となろう。あらためて、５年国債(９日)、20年国債(11日)
　の入札で投資家の需要を確認したい。

毎月勤労統計(２月)

日経平均株価
【予想レンジ】

38,750 円 ～ 39,750 円

　戻りを試す展開か？株式(日本)

10年国債利回り
【予想レンジ】

0.750 ％ ～ 0.800 ％

　弱含みもみ合い（長期金利はやや上昇）金利(日本)

米ドル/円
【予想レンジ】

150.50 円 ～ 152.70 円

　ドルが上値を試す展開為替(米ドル)
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※Bloombergのデータを使用して浜銀総研作成

　※頻出英字略称用語一覧

ＥＵ

　③その他チャート集 直近１年間  

ＣＴＦＣ

ＣＰＩ

ＦＲＢ

ＦＴＡ

ＰＣＥ

ＰＥＲ

正式名称

 個人消費支出

 株価収益率

ＦＤＩ

ＦＦ

ＦＯＭＣ

 米商品先物取引委員会  米連邦準備理事会

 消費者物価指数

 欧州中央銀行

 上場投資信託

ＧＤＰ

ＩＭＦ

ＩＳＭ

ＯＥＣＤ

ＯＰＥＣ

ＰＢＲ

ＥＣＢ

ＥＴＦ

 海外直接投資

 フェデラルファンド

 米公開市場委員会

 自由貿易協定

 国内総生産

 国際通貨基金

 米供給管理協会

 経済協力開発機構

 石油輸出国機構

 株価純資産倍率

 欧州連合

 世界半導体市場統計

ＰＭＩ

ＰＰＩ

ＴＰＰ

ＷＳＴＳ

 購買担当者景気指数

 米卸売物価指数

 環太平洋経済連携協定

●ご留意事項
・本レポートの目的は情報提供であり、売買の勧誘ではありません。本レポートに記載した内容は、発行日午前9時までの情報に
　もとづく浜銀総合研究所・調査部の見解であり、レポート発行後に予告なく変更することがあります。また、本レポートに記載
　されている情報は、浜銀総合研究所・調査部が信頼できると考える情報源にもとづいたものですが、その正確性、完全性を保証
　するものではありません。最終的な投資判断はお客さまご自身でなさるようにお願いします。
・本レポートに関するお問い合わせは浜銀総合研究所・調査部までお願いします。

略称 正式名称 略称 正式名称 略称

ウエストテキサスインターミディエート

イールドカーブコントロール
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